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春の篠脇城

区
に
は
多
く
の
東
氏
や
そ
の
時
代
に
関
す
る
遺
跡
や
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。
」ゝ
の

冊
子
で
紹
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
ほ
と
ん
ど
が
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、東
氏
は
和
歌
に
と
て
も
秀
で
た

一
族
で
し
た
。
一
一代
目
の
重
胤
と
い
う
人

は
、藤
原
定
家
（百
人

一
首
を
選
ん
だ
こ
と
で
も
有
名
）
に
和
歌
を
学
び
、鎌
倉
幕
府

の
三
代
将
軍
・源
実
朝
の
側
に
仕
え
て
和
歌
を
教
え
て
い
ま
し
た
。郡
上
東
氏
の
初

代
・胤
行
と
い
う
人
は
、藤
原
定
家
の
子
・為
家
に
和
歌
を
学
び
、
そ
の
娘
を
奥
さ
ん

に
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
血
縁
も
あ
っ
て
、東
氏
は
和
歌
の
名

門
二
一条
家
の
歌
学
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。そ
の
中
に
あ
っ
て
特
に
優
れ
た
歌
人
が
、

郡
上
東
氏
九
代
目
を
継
い
だ
東
常
縁
で
す
。常
縁
は
、歌
道
の
基
本
と
も
い
え
る
古

今
和
歌
集
を
究
め
て
お
り
、そ
の
教
え
を
受
け
に
連
歌
師
の
宗
祗
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。常
縁
は
古
今
和
歌
集
の
歌
の
読
み
方
な
ど
の
講
釈
を
し
、特
別
な
秘
伝
は
切
紙

と
い
う
も
の
に
書
い
て
伝
え
ま
し
た
。
」ゝ
れ
を
古
今
伝
授
と
言
っ
て
、東
常
縁
が
そ

の
形
式
を
確
立
し
た
の
で
す
。
ン」
の
こ
と
は
、
日
本
の
文
学
史
上
で
も
た
い
へ
ん
有

名
な
出
来
事
と
な
っ
て
い
て
、東
常
縁
は
「古
今
伝
授
の
祖
」と
し
て
長
く
尊
敬
さ
れ

て
い
ま
す
。
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名勝 東氏館跡庭園

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
者
に
相
当
し
ま
す
。牧
の
地
名
に
残
る
木
蛇
寺
は
、禅
宗
の
お

寺
で
、東
氏
の
人
た
ち
も
こ
こ
で
修
行
を
積
ん
で
京
都
に
上
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
一
一百
三
十
年
間
も
続
い
た
篠
脇
城
で
の
東
氏
の
統
治
は
、ど
う
し
て
終
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

関
ヶ
原
の
戦
い
が
始
ま
る
六
十
年
前
の
こ
と
で
す
。今
の
福
井
市

一
乗
谷
に
拠
点

を
持
っ
て
い
た
越
前
朝
倉
勢
が
攻
め
て
き
ま
し
た
。白
鳥
の
長
滝
寺
に
残
る
記
録
に

よ
る
と
、朝
倉
勢
は
今
の
九
頭
竜
ダ
ム
の
あ
る
方
角
か
ら
石
徹
白
に
入
り
、長
滝
寺

を
通
っ
て
き
ま
す
。長
滝
寺
で
乱
暴
狼
藉
を
働
い
た
後
、篠
脇
城
を
攻
め
ま
し
た
が
、

城
は
堅
固
で
落
ち
ず
、
一
ヶ
月
後
に
は
追
い
返
さ
れ
て
い
ま
す
。朝
倉
勢
を
追
い
返

し
た
も
の
の
、篠
脇
城
下
は
、
そ
の
戦
い
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。結
局
、
）ゝ
」
で
の
復
興
を
あ
き
ら
め
、篠
脇
城
を
廃
し
て
、八
幡
町
の
赤
谷
山

（現
在
の
郡
上
市
役
所
の
裏
）
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。赤
谷
山
に
は
常
縁
の
父
・

益
之
が
支
城
を
築
い
て
い
ま
し
た
が
、同
じ
山
な
が
ら
少
し
離
れ
た
所
を
城
と
し
ま

し
た
。人
々
は
そ
こ
を
東
の
殿
様
の
山
と
い
う
意
味
で
東
殿
山
と
呼
び
ま
し
た
。

東
殿
山
を
拠
点
と
し
た
東
氏
の
治
世
は
、
長
く
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
幡
に
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信
（大
須
賀
）

胤
通
（国
分
）

江
西
龍
派

（第」巨『副持
）

三
上
遠
藤
氏

籠
建
懃
籠
轟
騨
影
妙

南
史
龍
朔

（嚇醜̈
画″
）

正
宗
龍
統

③
ι
牟

東
氏
数
　
　
じ，
力
り球
～

―
常
庵
龍
崇

一第」は一剛持
）

（龍薇鰤』猜知“
）

Ｆ
遠
藤
盛
胤
―

美
濃
遠
藤
氏

（籠麒嗽神獣ル棘はい矩獅謂
）

一̈
一一い一奮』“
）
守鰤離軌）耀獅
）　
一組蟻罐鳳収
）

女

（見
性
し

〓
山
内

一
豊

尚
趾
謝
里

了
鵜刻‐鰤
芍

ρ
藤融
Ｌ
訂
肱
恵
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測
ヨ
ン
●
識
尋
慟
⑫
Υ
箪
ｏγ
η
以
準
準
７
●
喜
「
碑
⑫
コ
利
韓
Υ

多ヽ
γ
η
準
η

）
癖
Ｏ
Ｃ

裂
尋
獲
「
印
０
平
⑫
卿
Ｙ
以
η
留
尋
獲
剛
勤
利
Υ
軍
Ｘ

一
回
Ｉ

一
）ル
＋
算
ド

ｏ準
渠
η
型
￥
ア
「百
輌
」
「
跨
Ｗ

０ヽ
「寝
艶
」
利
多
肇
峰

摯ヽ

監
ｏ準
以
瓢
量
百
輌
利
ψ
韓
Ｆ

，
摯
監

ユヽ
ア
コ
⑦
累
回
￥
利
ν
ツ

ηヽ
峯
η
ｏγ

η
準
α
迎
ア
肇
韓
寝
艶
尋
跨
肇
韓

み紳
郷
単
回
尋
韓
巌

ュヽ
コ
ツ
ｏ準
以
⑫
γ
ｃ
）

で
γ

ｒ

７

「

＞

孝
ヾ
撃
尋
ν
ツ
以
η
駈
尋
↓
騨
》
っ
韓

「ヽ
却
迎
撃
陥
γ
η
７
１
ｆ
α
撃
尋
国
以

妻
韓

癖ヽ
準
以
⑫
γ
゛
以
η
孝
）
ア
⑫
争
Ｑ
回
ゃ
っ
？
韓
以
ｃ
ａ
マ
習
〉
晶
つ
韓
」

ｃ
ご
ｃ
Ｏ
ｎ
ｃ
ｗ
γ
ｎ

Ｃ
？
γ
ｎ

，
コ
コ
利
早
ｏ準
準
０
％
彰
多
聖
￥
ア
ヽ
騨
艶
脅
）
百
α

以ヽ
ｃ
孝
「
し
判
乳
艶

ｏフ
η
撃
η
裂
「
纂
⑫
摯
監
引
割
γ
６
裂
引
聯
箭
勤

６ヽ
）
「
膨
利
ク
Ｑ
利
♀
肇

韓
百
α

２ヽ
⑫
γ
γ
製
尋
聯
単
■
回
「
膨
利
Υ
箪
ｏ準
準
ν
ヾ
ア
コ
量
⑫
撃
着
王

国

製ヽ
日
聾
￥

馳ヽ
嬌
丁
回

２ヽ
０

，
７
η
マ
裂
曇
尋
習
■
十
■
利
瓢
量
百
荷
ｏ準
以

γ
〓
γ
γ
＞

γ
ｏ
Ｑ
　
γ

⑦

γ

９

８

＞

ｒ

肇
韓
百
α
多
⑫
γ
ｃ
型
以
■
７
韓
Υ

ηヽ
裂
尋
ζ
》
⑫
卿
輝
指
飾
フ
マ
以
繊
樫
粍

Ｃ
〓

⑫
Υ
単
■
・辛
Ｖ

割ヽ
γ
￥
コ
Ｔ
燿
９
マ
掴
靭
上
多
Υ
単

αヽ
Ｑ
利
⑫
畔
平
〓
＋

ｒ
＞

⑦
♀
‘

？
ｎ

マ

（肇
韓
百
輌
）
辞
韓
蕩
陥
　
Ｚ

γ

●

●

ｆ
）

γ罰
島I

」冨



氏
も
、
そ
の
ま
ま
崇
敬
し
て
い
ま
す
。隣
接
し
て
別
当
寺
で
あ
る
尊
星
王
院
が
あ
り

ま
し
た
。尊
星
王
と
は
妙
見
菩
薩
の
別
称
で
す
。応
仁
二
年
貧

四
六
八
）
、斎
藤
妙

椿
が
篠
脇
城
へ
来
襲
し
た
お
り
に
兵
火
に
か
か
っ
て
全
焼
し
、
そ
の
後
再
興
さ
れ

ま
し
た
が
、朝
倉
勢
来
襲
で
再
び
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

神
社
の
本
殿
は
、流
造
り
で
、間
口
五
上
ハ
ｍ
、奥
行
き
三
二
一一ｍ
ご
同
さ
五
・五
ｍ
。

享
保
七
年
２

七
三
二
と
ハ
月
再
建
の
棟
札
が
あ
り
ま
す
。
拝
殿
は
、
民
造
事
件
に

よ
っ
て
取
り
壊
さ
れ
、天
保
十
五
年
貧

八
四
四
）九
月
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

本
殿
・拝
殿
の
周
囲
及
び
正
面
参
道
（縦
大
門
）
五
十
ｍ
の
両
側
に
は
、周
囲

一
ｍ

以
上
の
ス
ギ
。ヒ
ノ
キ
・ケ
ヤ
キ
な
ど
の
古
木
百
三
十
本
あ
ま
り
が
茂
り
、横
大
門

の
桜
並
木
道
は
、春
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
な
ど
百
本
余
が
美
し
い

花
を
咲
か
せ
、秋
に
は
彼
岸
花
が
燃
え
る
よ
う
に
咲
き
ま
す
。桜
並
木
の
両
側
に
立

つ
神
帰
杉
（西
端
）と
神
迎
杉
（東
端
）
の
大
本
は
、
ど
ち
ら
も
推
定
樹
齢
七
百
年
と

い
わ
れ
、周
囲
は
七
～
八
ｍ
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
」ゝ
の
二
百
三
十
ｍ
余
の
横
大
門
は
、

篠
脇
城
付
の
馬
場
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
民
造
事
件
…
…
３６
ぺ
‐
ジ

毎年薪能の会場になる明建神社
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ｏ準
準
７
９
年
以
７
）
曇
利
γ
ヾ
撃
コ
田
蜀
靭

マヽ

（財
董
尋
単

一
⑫
『Ｔ
燿
』
撃
ル
軍
丁
膨
ヽ
２
）
》
多
ア
コ
γ
６
ｙ
跨
単
引
錮
７
以

η
７
担
考
⑫
辮
利
Ψ
班
舜
⑫
百
輌

０ヽ
年
以
ν
）
曇
多
『舜
準
ツ
≫
』
甲
饗

「ヽ
算
コ

引
ル
Ｏ
Ｉ
〓

，
マ
≫
孝
ｆ
ｏ２
準
多
野
゛
を
利
以
⑫
♀
⑫
隠
ア
晋
昇
⑫
￥
ツ
フ
γ

脅
γ
和
⑫
Ψ
下
舜
ツ
百
↓

―ヽ
マ
以
回
彰
⑫
攣
＞
像
利
ａ
Ｖ
〓
と
Ｖ

一
利
溜
⑫
コ

ｏ準
計
尋
謝

一
絆
饗
単
７
●
以
γ
Ｔ
引
獲
韓
＞
軍
利
″単
韓
⑫
ン
ク
⑫
叫
劉

２ヽ
舜
ツ

＞

♀

ｑ

゛
以
ｃ
鋼
尋
￥
国
製
「
率
韓
⑫
百
輌
＞
孝

，
２
準
を
゛

利ヽ
ク６
瑠
摯
ク
⑫
し
並
」

＞

ι

和

ｏ準
翠
ａ
以
ν
ヾ
マ
⑫
？
γ
η
９
尊
）
耀
）尋
ρ
量

ηヽ

早
灘
「
肇
韓
百
輌
韓
Υ
尋
ア
コ
⑫
ツ

利ヽ
准
褒
⑫
コ
ｏ準
撃
η
■
彰
〕
舜
尋
⑫
以

シ
準

引ヽ
日
Ｙ
＋
ビ
回
寺
Ｉ
陥
軍

半ヽ
⑫
ａ
進
０
と
⑫
ｃ
コ
ｗ
♀
勁
⑫
ツ
ｏγ
η
撃

和
要
尋
舜
尋
↓
早
以
畔
撃
尋
響
単
箪
利
迎
半
期
准
ヨ
Ｘ

一
■
回

一
）寺
〓
艶
軍

ｎ

ｃ

γ

畔

迎
当
　
　
　
　
　
　
　
￥
剋
⑫
脅
Ｖ
し
「
舜

澱
£
準
♀
　
　
幣
）
　
　
年
烈

警
単
　
　
孝
）
甲
膨
⑫
韓

，
，

コ
マ
０
珊
攣

）

０
≫
ゞ
配
￥
マ
趣
⑫
准
要
型
半

・
饗
単
　
８

γ
９
０
７
　
　

０
　
　
　
　
　
　
民

ι
・
２
　
　
６
イ
ン
ｃ



こ
の
頃
常
縁
は
宗
祗
を
案
内
し
て
八
幡
町
那
比
新
宮
を
訪
ね
、
一
一人
で
次
の
よ

う
な
連
歌
も
詠
ん
で
い
ま
す
。

神
も
こ
こ
に
い
く
よ
か
夏
を
杉
の
森
　
　
　
常
縁

宮
井
は
な
れ
ぬ
山
ほ
と
と
ざ
す
　
　
　
　
　
曇不
祗

す
べ
て
の
伝
授
を
終
え
た
常
縁
は
、
八
幡
町
に
あ
る
現
在
の
宗
祗
水
ま
で
宗
祗

を
送
り
、次
の
餞
別
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
。

も
み
じ
葉
の
流
る
る
竜
田
白
雲
の
花
の
み
よ
し
の
思
い
忘
る
な

こ
の
歌
か
ら
宗
祗
水
は
、
「白
雲
水
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
末
期
、妙
見
神
社
三
十
三
代
神
主
の
栗
飯
原
豊
後
は
、
ン」
の
連
歌
碑
の
建
立
を

思
い
立
ち
ま
し
た
。当
時
親
交
の
あ

っ
た
和
歌
俳
諧
の
大
家
で
あ

っ
た
大
野
春
彦

に
連
歌
の
揮
塁
を
得
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
を
見
ず
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
置
弥

一
郎
が
遺
志
を
つ
ぎ
、明
治
三
十
三
年
九
月
に
完
成

し
ま
し
た
。歌
碑
の
裏
側
に
は

花
盛
り
春
は
こ
と
さ
ら
秋
も
ま
た

も
み
じ
染
ぬ
る
神
の
庭
前
　
　
　
　
　
菅
原
春
海
記
す
　
と
あ
り
ま
す
。

桜の トンネル 大門ざくら
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「
昇
半
＞
￥
以
η
争
軍
尋
軍
ヨ
⑫
燿
宗
利
ｃ

一
以
以
顧
み
多
早
限
〓
＋
〓
「
コ
コ

ι
●
■
ι
＾

一

０
回
翠
単

２ヽ
⑫
●
孝
γ
啓
引
動
ヨ
ン
子
ア
コ
ツ
準
７
γ
■
当
引
′
酢
以
６
影
「
フ

γ

　

　

γ

）

０

響
尋
寺

７ヽ
聯
尋
颯
⑫
留
Ｙ
利
↓

ηヽ
）
η
ｏシ
ヤ
以
町
孝
董
夏
Ｔ
軍
ヨ
⑫
燿
栗

以ヽ

６
９
２
２
コ
マ
ツ
準
蜀
口
⑫
Ｙ
γ
利
マ
コ
０
多
撃
確
⑫
軍
コ
を
９
９
７
尋
童
暮

マヽ

γ

，

＞

国
尋
ソ
コ
以
６
Ｙ
コ
割
⑫
国
Ｙ
盤
栗
利
Ｔ
聯
⑫
り
当
ｏγ
η
獲
留
ツ

一
＋
靱
以
●

彰
尋
獲

一
以
※
「
コ
コ
９
Ｃ
箪
凶
Ｏ
Ｔ
「
↓
⑫
菫
彗
⑫
判

〕ヽ
影

Ｗ

士

Ψ
黎

中

〓α
辞
７，
Ｏγ
‘
，Ｏ
⑦■
準
０準
η

ツ
マ
以
呈
ψ
⑫
γ
耳
去
Ⅵ

一
⑫
Υ
士
寺
降
》
Ｙ

％ヽ
山
ｏッ
７
２
颯
獲
⑫
り
当

γ゙‘
＾^　
　）
Ｖｎ
ｆ，
●γ
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　●
７
●ッ

Υ
軍
γ
α
乳
尋
燿
丁
盤
以
撃
中
寺
苺
￥
脅
）
寺
婢
》

立

利ヽ
甲
劉
／
軍
」

＞

，

゛
γ

　

　

　

　

　

　

　

　

ι
３

♀
Ｃ

，
０
　
　
　
　
　
£

暉

⑦

ｎ

ｏｌ
Ｔ
η
撃
）
以
百
尋
曇
具
騨
濯
寝
⑫
割
⑫
コ

ｏγ
η
準
ν
ヾ
不
顧
以
ｃ
煮
尋
翠
筆
＞
コ
脅
）
Ｍ
絆

田
甲
日
以
６
Ｔ
「
群
影
⑫
噸
７
■
■
０

消ヽ

一
勁
喜
日

撃ヽ
去
Ｘ
日
聯

寺ヽ
〓
＋
回

撃
陥
０
多
早
鬱
〓
＋
〓

利ヽ
つ
里
ｏ準
準
゛
以
ν
≫
以
６
奉
百
尋
↓
￥
⑫
Ｙ
＞
影

更

γヽ
Ｏ
以
〓
癖
つ
里
コ
マ
Ｆ
り
⑫
蜂
γ
＋
７

利ヽ
コ
９
争
⑫
夏
ツ
豆
ヽ
獲
劉
勤

６

年

，

ｃ
し

暴
配
〓
＋
〓
劉
動
　
シ

γ
⑦
γ
準
γ
叉
９
ｏ
Ｑ
γ
♀
旱
９
⑦
ｎ



伝
え
、
一
つ
は
山
上
の
忠
魂
碑
の
装
飾
に
資
せ
ん
と
す
る
所
な
り
」と
あ
り
ま
す
。

前
年
に
は
本
丸
跡
に
忠
魂
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、篠
脇
城
攻
防
の
合
戦
で
討
死

し
た
多
く
の
将
兵
た
ち
、近
く
は
日
清
・日
露
戦
争
に
よ
る
戦
死
者
を
慰
霊
す
る
た

め
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

石
像
の
台
座
に
は
寄
進
者
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

三
十
三
の
観
音
像
は
、
一
番
が
神
迎
杉
下
、
一
一番
が
古
今
橋
詰
め
、
一二
番
が
古
今
伝

授
の
碑
近
く
公
下
三
番
は
圃
場
整
備
の
際
に
移
動
）
、
四
番
か
ら
十
五
番
が
九
十
九

折
登
山
道
の
西
角
に
建
ち
、十
六
、十
七
、十
八
番
は
本
丸
跡
、十
九
番
か
ら
三
二
番

は
頂
上
か
ら
麓
へ
下
る
東
角
に
、
〓
≡
一番
は
田
畑
橋
近
く
に
建

っ
て
い
ま
す
。

観
音
像
の
種
類
は
、如
意
輪
観
音
像
八
体
、
聖
観
音
像
十

一
体
（立
像
十
体
、
坐

像

一
体
）、
千
手
観
音
像
十

一
体
（立
像
九
体
、
坐
像
二
体
）
、十

一
面
観
音
像
二
体
、

馬
頭
観
音
像

一
体
で
、
い
ず
れ
も
彫
り
は
浅
い
も
の
で
す
。

石
工
は
、武
儀
郡
曽
代
の
石
忠
で
、石
材
は
妙
見
字
木
戸
口
か
ら
採

っ
た
と
記
録

に
残

っ
て
い
ま
す
。

神迎杉下の第一番観音像

-15-



-9T―

⑫
７
γ
γ
ヾ
Ｗ
旦
繁
功
暑
ｏγ
η
以
辮
単
●
孝
￥
甲
↓
７
コ
ツ
ν
Ｙ
引
士
》
＋
７

ヾ
Ｙ
）
鴻
⑫
日
毒
利
ク
Ｙ

０ヽ
準
η
以
ソ
熙
６
）
６
準
７
Ｙ
⑫
Ⅲ
９

マヽ
撃
多
０
当

日
を
形
￥

利ヽ
萱
⑫
ツ
。準
以
２
コ
⑫
聯
警
陛
曹
利
菫
彗
。百
Ｙ
固
空
靱
利
百
Ｙ
ｏ鯛

Ｏ
⑦
η
Ｆ
蜂
準
■
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ユ

■

利

ご

耳
利
ツ
判
ｏ準
ユ
ア
コ
⑦
寺

一
□
回

一
ｈ
一９
寺
旦
￥
ツ
Ｆ
繁
脅
）
↓

利ヽ
ν
ツ

ｏ）
Ｉ
Ｔ
η

以
⑦
ツ
？
多
ａ
多
孝
ｃ
孝
γ
２
●
７
６
●
ヽ
ツ
＋
」
ア
「“
普
」
ツ
）
「
□
亘
Ψ

ｏ／
キ
ユ
田
一

跨
⑫
珊
￥

利ヽ
「γ
＋
旨
準
準
ａ
を
引
ア
コ
ー
“
マ
Ｙ
撃
ツ
マ
引
コ
ツ

以ヽ
ｃ
マ
多

当
享
ｑ
●
ア
ロ
凶
軍
⑫
上
獲
劉
激

利ヽ
「
「ロ
ゴ
Ψ
旨
準
以
⑦
７
●
以
ソ
コ
洵

，
７

「Ｙ
撃
ツ
＋
Ｌ
Ｙ
撃
ロ
ゴ
Ψ
旨
準
翠
ａ
？
や
軍
£
洵
⑫
陥
利
引
Ψ
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苦
し
み
は
大
変
な
も
の
で
、神
様
や
仏
様
に
供
え
る
水
さ
え
も
無
く
、人
の
命
を
も

失
い
か
ね
な
い
様
子
で
し
た
。里
の
人
達
は
妙
見
神
社
に
祈
る
し
か
な
く
、毎
日
多

く
の
人
が
お
参
り
を
し
ま
し
た
。
」ゝ
の
農
民
達
の
様
子
を
見
た
東
家
家
臣
埴
生
家

の
娘
千
代
は
、
人
々
に
同
情
し
、水
神
様
を
祀

っ
て
次
の
よ
う
な
和
歌
を

一
首
捧

げ
、
一
心
に
祈
り
ま
し
た
。

み
仏
に
手
向
け
の
閃
伽
も
水
無
月
の
神
に
祈
り
て
久
留
栖
野
の
里

（仏
様
に
お
供
え
す
る
水
も
無
く
神
様
に
い
の
る
し
か
な
い
栗
栖
野
の
里
）

す
る
と
、
そ
の
夜
、夢
に
神
の
お
告
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
「木
戸
の
清
水

を
掃
除
し
て
、岡
象
女
神
を
祀
れ
ば
そ
の
効
で
水
は
永
久
に
絶
え
な
い
だ
ろ
う
。」

と
言
う
も
の
で
し
た
。千
代
は
喜
び
、
早
速
そ
の
場
所
に
水
の
神
を
ま
つ
り
、
そ
こ

を
長
刀
の
石
突
き
で
突
く
と
、
ン」
ん
こ
ん
と
清
ら
か
な
清
水
が
涌
き
出
し
ま
し
た
。

こ
の
清
水
で
多
く
の
里
人
が
救
わ
れ
ま
し
た
。掘
ら
れ
た
清
水
の
形
も
長
刀
に
似

て
い
た
の
で
、
人
々
は
長
刀
清
水
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
和
歌
を
詠

み
、
里
人
の
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
た
千
代
に
感
謝
し
て
、
そ
の
名
を
清
水
に
つ
け
て

呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埴
生
容
…
神
祗
取
り
計
ら
い
役

長刀清水
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７
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⑫
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⑫
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⑫
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朝
倉
勢
は
、ど
ん
ど
ん
城
に
攻
め
寄
せ
て
き
ま
し
た
。城
で
は
わ
ざ
と
敵
が
近
づ

く
の
を
待
ち
、攻
め
上
る
と
こ
ろ
を
、用
意
し
て
い
た
石
を
い
っ
せ
い
に
投
げ
落
と

し
ま
し
た
。相
手
が
ひ
る
ん
だ
隙
を
つ
い
て
後
ろ
か
ら
も
攻
め
、敵
を
大
勢
討
ち
取

り
、九
月
二
十
三
日
に
は
と
う
と
う
残

っ
た
朝
倉
の
兵
を
追
い
返
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。兵
力
の
強
い
朝
倉
勢
に
、東
氏
側
は
地
の
利
を
得
て
勝
つ
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。今
も
篠
脇
山
に
登

っ
て
み
る
と
、
そ
の
昔
、
石
を
投
げ
落
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
た
て
堀
の
跡
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

東
の
二
つ
の
塚
は
、
そ
の
時
の
敵
の
兵
士
の
首
塚
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
い

へ
ん
な
激
戦
だ

っ
た
た
め
、
死
者
の
数
が
お
び
た
だ
し
く
そ
の
数
数
千
人
と
い
う

意
味
で
「千
人
塚
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
」ゝ
の
戦
い
で
東
氏
は
勝

利
し
た
も
の
の
、
城
下
は
す

っ
か
り
荒
れ
果
て
、
翌
天
文
十
年
２

五
四

一
）
に
は
、

篠
脇
城
を
あ
き
ら
め
て
、
八
幡
赤
谷
山
へ
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
西
に
あ
る
ひ
と
き
わ
大
き
な
三
号
墳
は
、
「木
蛇
寺
塚
」と
も
呼
ば
れ
、
戦

い
で
荒
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
木
蛇
寺
の
遺
物
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
の
言
い
伝
え

が
あ
り
ま
す
。

木蛇寺塚とも言われる三号墳
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木
蛇
寺
は
、残
念
な
こ
と
に
、応
仁
二
年
２

四
六
八
×
斉
藤
妙
椿
が
篠
脇
城
を

攻
め
た
と
き
の
兵
火
で
焼
失
し
ま
す
が
、文
明
五
年
２

四
七
三
）、
正
宗
竜
統
に

よ
っ
て
再
建
さ
れ
ま
す
。
現
在
、本
蛇
寺
跡
と
さ
れ
る
場
所
は
、内
会
津
と
い
う
字

の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
「木
蛇
寺
」と
い
う
字
は
谷
を
挟
ん
だ
そ
の
東
側
に
な
り
ま
す
。

お
そ
ら
く
焼
失
前
の
本
蛇
寺
は
東
（字
木
蛇
寺
）
に
あ
り
、
再
建
に
あ
た
っ
て
寺
地

が
狭
か
っ
た
た
め
、西
側
の
内
会
津
に
移
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、東
氏
の
減
亡
と
と
も
に
本
蛇
寺
も
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。上寸
は
無
く

な
っ
て
も
、
そ
の
香
り
は
伝
説
と
し
て
残

っ
て
い
き
ま
す
。山
崩
れ
で
破
壊
さ
れ
て

残
っ
た
欄
間
（木
彫
り
の
龍
）
が
、美
並
町
苅
安
に
あ
る
乗
性
寺
へ
、残

っ
た
用
材
は

母
袋
西
宝
寺
の
普
請
に
使
わ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、文刻
藤
妙
椿
が

攻
め
寄
せ
た
時
、本
蛇
寺
仏
を
妙
見
牧
ヶ
洞
へ
避
難
さ
せ
、
そ
の
後
行
方
不
明
と
な

り
ま
す
が
、
現
在
、遠
藤
高
真
さ
ん
宅
に
は
、本
蛇
寺
本
尊
と
伝
わ
る
仏
像
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、土寸
の
残
骸
は
木
蛇
寺
塚
（田
口
谷
塚
三
号
墳
）
に
埋
め
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

木蛇寺跡
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え
深
く
、前
向
き
で
純
粋
、
そ
の
上
冷
静
な
判
断
力
を
兼
ね
備
え
て
い
た
」
最
大
級

の
表
現
で
す
。
さ
ぞ
か
し
優
れ
た
人
柄
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
元
胤
が
亡
く
な
っ
た

時
は
四
十
三
歳
で
、
慈
永
は
髪
を
落
と
し
て
尼
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、先
頭
に

立
っ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
小
様
々
な
問
題
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

「わ
る
者
が
隙
を
ね
ら
つ
て
、
し
ば
し
ば
我
が
城
を
襲

つ
た
。」
と
、祭
文
に
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、慈
永
は
こ
の
こ
と
を

一
笑
に
付
し
、少
し
も
あ
わ
て
ず
自
ら
陣
頭

に
立

っ
て
、賊
兵
を
打
ち
払

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、家
来
達
は
「女
丈
夫

（
気
性
の

し
っ
か
り
し
た
女
性
と
と
言
っ
て
、信
服
し
ま
し
た
。

ま
た
、
人
々
の
暮
ら
し
が
良
く
な
る
よ
う
、
政
治
に
も
心
を
砕
い
た
の
で
、領
民

は
、慈
永
を
尊
敬
し
そ
の
徳
を
た
た
え
ま
し
た
。慈
永
は
永
正
三
年
貧

五
〇
六
Ｙ
一

月
六
日
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。記
録
に
よ
る
と
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
病
床
に
つ

い
て
二
ヶ
月
、あ
る
夜
、起
き
あ
が
っ
て
き
ち
ん
と
正
座
し
、
眠
る
よ
う
に
静
か
に

亡
く
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。見
事
な
最
後
で
す
。年
齢
は
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、エハ
十
歳
を
少
し
過
ぎ
て
い
た
よ
う
で
す
。

真ん中の宝筐 E日塔が慈永大姉の墓

-23-



ワ
し

Ｌ
／

准

γヽ
準

，
７
ジ
ツ
マ
以
し

「ヽ
算
て
「準
首
０
准
尋
獲
以
准
唯
影
響
単
旨
γ
η
以

具

一
准

利ヽ
和
）
６
マ
ツ
和
趨
癖
趨
濯

多ヽ
準
準
ν
ヾ
埋
利
苦
⑫
■
酵
７
ツ
コ
勁

ｏγ
η
準
０
を
「
早
〓
馳
■
多
３
重
当
⑫
彰
利
幸
絆

到

γ

‘

Ｃ

ツ

箪

９ヽ
７
⑫
ツ
ｏ準
準
ν
ヾ
（Ｔ
轟
甲
暫
）墜
即
「
歯
甲
利
響
単

７ヽ
ヾ
撃
「
新
燿
９

０

）
ι
・０

３
酬
姿
フ
マ
以
Ｗ

７ヽ
ヾ
Ψ
「
（音
□
甲
監
）
判
日

「ヽ
７
Ｗ
ｏ準
準
ν
ヾ
↓
暫
以
雷

‘

９

■

澤
孝
ν
％
０
１
゛
マ
Ⅵ
回
⑫
Υ
単
＋
γ
η
当
凶
ｏ７
η
準
澤
群
多
♯
童
ｑ
●
ア
＞

某
「
準
警
童
彗
多
Υ
彗
隊
曹
軍
予
専
当
以
箪
鮒
Ｘ
Ｙ
〓
□

一
）寺
＋
章
￥

多ヽ
ツ
コ

６
⑦
ｎ
ｆ
　
　
　
　
　
　
ｏ
９

９

，

準

準

■
９

９

コ

＞
，

＞

羊

ぐ
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

ι
幸

♀

い
γ

２
ｏ７
η
撃
η
γ
髪
「
Ｔ
回
⑫
η
９
言
⑫
ケ
Ｙ

以ヽ
η
コ
コ
ツ
準
形
圏
尋
掘
当

ηヽ

日
彰
尋
制
ヨ

マヽ
彰
尋
鋼
部
以
０
音
縁
日
■
⑫
Ｍ
爵
利
７
紫

）ヽ
γ
η
準
ν
％
準
）

「
Ｙ
滅
Ｙ
ク
冨
利
Ｔ
燿

フヽ
コ
α
婢
⑫
畔
平
Ｉ
＋
ｏγ
η
以
Ｙ
γ
ν
ョ
γ
ヽ
●
γ
９

以
η
マ
Ｙ
ル
軍
１
以
η
７
Ｙ
￥
利
７
Ψ
τ
ｏ準
以
判
⑫
饗
単
単
ｏ準
準
●
以
ソ
脅
γ

尋
ア
冒
酬
姿

漸ヽ
⑫
７
紫
単
利
靴
■
⑫
ツ
酵
ｏ準
０
キ
３
７
７
９
鳴
以
ｃ
ｆ
「
準

一

「

γ

０

３

２

　

　

　

　

〓
０
準
〓
⑦
‘
７

Ｍ
箪
コ
ン
判
蜘
軍
ｏ準
撃
ａ
マ
「
中
⑫
絆
⑫
ツ
準
甲
⑫
軍
⑫
半
γ
利
颯
キ
絆
箪

颯
キ
絆
軍
　
６

Ｑ

γ

Ｏ

Ｃ

マ

撃董早⑦轄会絆半



で
罪
を
解
か
れ
た
の
で
し
た
。
そ
の
後
、罪
を
許
さ
れ
た
素
順
が
三
世
と
し
て
東
林

寺
の
住
職
を
務
め
ま
す
。

東
林
寺
は
、
天
文
九
年
貧

五
四
〇
）
、越
前
朝
倉
勢
が
篠
脇
城
を
攻
め
た
と
き
、

焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ン」
の
辺
り
に
は
、鐘
堂
屋
敷
・内
屋
敷
。大
門
跡
。池
の
尻

な
ど
の
地
名
が
残

っ
て
い
ま
す
。

白
鳥
町
長
瀧
寺
の
過
去
帳
（お
寺
に
あ
る
死
ん
だ
人
の
法
名
が
書
い
て
あ
る
帳

面
）
に
、東
林
寺
に
は
常
縁
の
兄
弟
十
名
の
墓
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。東
林

寺
跡
の
立
て
札
の
奥
を
少
し
登
る
と
、小
さ
な
五
輪
塔
が

一
列
に
並
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
内
の
一
基
は
壊
れ
て
い
ま
す
が
、数
え
て
み
る
と
確
か
に
十
基
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、尼
寺
は
復
興
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、宝
暦
九
年
２

七
五
九
）
、地
主
の

彦
右
衛
門
に
夢
の
お
告
げ
が
あ
り
、寺
跡
か
ら
掛
仏
六
体
と
和
鏡
二
面
が
掘
り
出

さ
れ
ま
し
た
。早
速
八
幡
の
お
殿
様
に
ど
う
し
た
も
の
か
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、土寸

へ
預
け
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
と
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
栗
巣
の
応
徳
寺
に
は
、
そ
の
由
来
書
と

一
緒
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

は
、昭
和
五
十
六
年
に
岐
阜
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

東林寺跡から掘 り出された懸仏と利鏡

(栗巣 。応徳寺)
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１１
　
三
日
坂

古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
東
、
石
仏
谷
か
ら
三
田
に
至
る

約
二
〇
〇
ｍ
余
の
間
は
、通
称
冨
一日
坂
」と
言
わ
れ
る
古
戦
場
跡
で
す
。今
で
こ
そ

広
く
な
だ
ら
か
な
道
で
す
が
、道
路
改
良
が
行
わ
れ
る
以
前
は
、狭
く
て
急
な
坂
道

が
曲
が
り
く
ね
り
、
」ゝ
の
地
域
で

一
番
の
難
所
で
し
た
。

天
文
九
年
２

五
四
〇
）
に
越
前
朝
倉
勢
が
攻
め
て
来
た
と
き
、
」ゝ
の
辺
り
は
激

戦
地
で
、双
方
の
死
骸
で
三
日
間
往
来
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
三
一日
坂
の
名

が
残

っ
て
い
ま
す
。
『遠
藤
家
御
先
祖
書
』
は
、
そ
の
激
戦
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
ま
す
。

「敵
を
大
勢
討
ち
取
り
、九
月
二
十
三
日
に
残
党
み
な
み
な
追
い
返
し
候
。
敵
勢
お
び
た

だ
し
く
討
た
れ
、道
を
ふ
さ
ぎ
往
来
は
三
日
通
れ
ず
、
＞し
」
を
い
ま
三
日
坂
と
申
す
、
討

ち
取
り
し
敵
の
首
塚
い
ま
千
人
塚
と
申
す
」

三
日
坂

の
中
ほ
ど
に
、
道
ゆ
く
人
々
の
安
全
を
守

っ
た
と

い
う
二
つ
の
石
仏
が

あ
り
ま
す
。
」ゝ
の
石
仏
を
夜
中
に
三
回
ま
わ

っ
て
拝
ん
で
い
る
と
、
美
し
い
お
姫
様

が
現
れ
、
お
茶
を
出
し
て
く
れ
る
と

い
う
伝
え
話
が
残

っ
て
い
ま
す
。

道路改良で当時の険しさは

なくなった三日坂
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叱
ら
れ
願
い
は
か
な
い
ま
し
た
が
、い」本
尊
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
剥
げ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。当
時
の
お
宮
は
、村
人
に
と
っ
て
今
よ
り
も
、も
っ
と
身
近
な
も
の

だ
っ
た
の
で
す
。

お
祭
り
は
、毎
年
九
月

一
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
朔
（旧
暦
の
八
月

一
日
）

に
、十
二
戸
の
氏
子
が
集
ま
り
、神
社
の
庭
で
、桧
の
葉
の
上
に
肴
を
の
せ
、
お
神
酒

を
神
に
ふ
る
ま
い
五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
し
た
。
八
神
社
の
爾
宜
は
、本
田
治
郎
作
家

が
代
々
つ
と
め
て
い
ま
す
。
画
宜
と
い
う
の
は
、神
社
の
お
社
や
ご
本
尊
を
守
り
、

祭
り
を
執
り
行
う
神
職
の
こ
と
で
す
。

掛
踊
り
の
歌
に
は
、次
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

へ
こ
こ
に
鎮
座
の
神
様
は

八
応
神
と
　
申
し
あ
げ

東
西
南
北
　
よ
ろ
ず
事

お
守
り
く
だ
さ
る
　
神
様
よ

境
内
の
北
側
に
は
、
『昭
和
万
葉
集
穴

一
九
八
〇
）
に
選
集
さ
れ
た
本
田
久
枝
の

歌
碑
が
建

っ
て
い
ま
す
。

日
照
り
つ
つ
九
月
に
入
り
し
こ
の
タ
ベ
草
生
の
中
に
韮
の
花
咲
く

元兼の鎮守社・八神社
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馬
が
、夜
な
夜
治
嘔
欽
物
制
手
洗
清
水
の
水
を
飲
み
に
抜
け
出
し
、作
物
を
荒
ら
し

た
た
め
絵
馬
に
杭
と
手
綱
を
書
き
添
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
は
抜
け
出
す
こ
と
は

な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
絵
馬
は
、大
和
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

あおやま
こう

お
り
、東
氏
記
念
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、
八
幡
の
殿
さ
ま
の
青
山
侯

か
や

が
、妙
見
神
社
に
お
参
り
に
来
ら
れ
た
折
り
、清
水
廻
り
の
枢
の
本
の
も
と
で
清
水

を
飲
ん
で
休
憩
さ
れ
た
と
い
う
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し

ち

の

す

け

現
在
の
祭
神
は
、明
治
二
十
六
年
２

八
九
三
）金
子
詐
た
鋤
紗
寄
進
ｔ
は

える
も

の
で
、
お
堂
は
寛
政
四
年
２

七
九
二
）
の
建
立
、大
工
は
藤
原
朝
臣
遠
藤
伝
兵
衛
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
社
境
内
に
そ
び
え
る
大
木
は
ム
ク
ロ
ジ
で
、郡
上
市
の
天
然
記
念
物
で
す
。幹

の
周
囲
三
二

人
ｍ
、樹
高
二
六
ｍ
、樹
齢
は
二
、
一三
百
年
と
推
定
さ
れ
、
エハ
月
頃
に

淡
緑
色
五
弁
の
小
花
を
つ
け
、秋
の
黄
葉
は
美
し
く
見
事
で
す
。

掛
踊
り
の
歌
に
は
、次
の
よ
う
に
唄
わ
れ
て
い
ま
す
。

へ
昔
嘉
吉
の
　
元
年
に
　
長
き
日
照
り
に
　
水
が
絶
え

こ

こ
く

そ

う

も

く

五
穀
草
木
も
　
皆
枯
れ
て
　
人
の
命
も
　
あ
や
う
し
と

ち

よ

じ

ょ

妙
見
様
へ
　
願
か
け
し
　
千
代
女
の
歌
を
　
き
こ
じ
め
し

水
を
賜
い
し
　
神
様
よ

ムクロジの大木が立つ水神神社
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本
殿
は
流
造
で
、江
戸
時
代
の
終
わ
り
こ
ろ
に
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。神
社
は
、

神
の
住
ま
い
で
、端
正
な
た
た
ず
ま
い
の
中
、清
々
し
い
空
気
が
流
れ
て
い
ま
す
。

お
祭
り
は
、毎
年
旧
暦
の
八
月

一
日
、現
在
は
九
月
の
は
じ
め
こ
ろ
に
行
わ
れ
て

お
り
、
八
朔
祭
り
で
す
。
一
一百
十
日
（立
春
か
ら
二
百
十
日
目
こ
ろ
は
台
風
が
多
く

稲
の
開
花
期
に
あ
た
る
）
を
ひ
か
え
、秋
の
収
穫
の
無
事
を
祈

っ
た
の
で
す
。
お
八

幡
（お
は
ち
ま
ん
）と
い
つ
て
、遠
藤
家
と
田
畑
地
区
の
氏
子
が
集
ま
り
、宮
草
打
ち

（神
社
や
境
内
を
清
め
草
刈
り
を
行
う
）
の
後
に
、
お
祭
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。

掛
踊
り
の
歌
に
は
次
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

お八幡と親しまれている八幡神社

へ
こ
こ
に
ま
し
ま
す
　
神
様
は

昔
東
家
の
　
武
士
で

遠
藤
六
郎
と
　
申
す
人

武
道
修
行
の
　
守
り
神

今
は
我
ら
の
　
氏
神
よ

上
げ
奉
る
　
掛
け
踊
り

〈引
　
歌
〉

ア
ー
　
神
も
幾
世
か
　
こ
の
杉
杜
に

鎮
座
ま
し
ま
し
　
わ
が
里
人
を

守
り
た
ま

い
し
　
あ
り
が
た
や

イ
ヨ
ー
　
あ
り
が
た
や
　
あ
り
が
た
や

Flk■【
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ら
れ
た
と
い
う
伝
承
が
残

っ
て
い
ま
す
。地
元
で
は
、
＞」
の
宮
を
「女
子
宮
」と
呼
び

慣
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
つ
い
先
年
ま
で
爾
宜
の
和
田
家
で
は
、先
祖
代
々
長
き
に
わ

た
っ
て
、正
月
、
五
月
の
節
句
、盆
、十
月
の
神
送
り
（出
雲
へ
旅
立
つ
神
々
や
田
の

神
が
山
へ
帰
る
月
）
な
ど
神

へ
給
仕
の
折
に
は
、身
を
清
め
神
職
の
正
装
を
整
え
、

御
社
の
神
々
を
大
切
に
お
祀
り
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

掛
踊
り
の
歌
に
は
　
次
の
よ
う
に
唄
わ
れ
て
い
ま
す
。

へ
こ
こ
に
鎮
座
の
　
神
様
は

東
家
の
家
臣
　
藤
十
が

加
賀

の
白
山
　
権
現
の

神
を
ま

つ
り
て
　
宮
た
て
し

今
は
我
ら
の
　
氏
神
様

牧
に
は
、
八
神
社
、
水
神
神
社
、
八
幡
神
社
、白
山
神
社
と
四
つ
の
小
さ
な
鎮
守
の

社
が
あ
り
、
明
建
神
社
と
と
も
に
、
そ
の
神
仏
は
牧
の
村
や
人
々
を
長

い
あ

い
だ
見

守
り
続
け
て
い
ま
す
。

「女子富」と呼び慣わす白山神社
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で
す
。そ
の
頃
、岩
の
あ
っ
た
場
所
は
大
き
な
渕
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ま
き
は
逃
げ
て
民
家
に
隠
れ
助
か
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
村
預
け
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
十
二
月
に
赦
免
と
な
り
、後
日
、助
け
て
も
ら
つ
た
民
家
へ
お
礼
と
し
て

鍋
が
贈
ら
れ
た
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
件
落
着
し
た
も
の
の
牧
村
は
大
騒
動
で
す
。神
聖
な
社
殿
が
汚
れ
た
と
あ

っ

て
取
り
壊
し
の
上
再
建
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。十

一
月
に
は
拝
殿
を
取
り
壊

し
、拝
殿
跡
地
を

一
尺
（約
三
十
ｃｍ
）
、庭
を
二
寸
（六
ｃｍ
）
ほ
ど
掘
り
下
げ
て
清
め
ま

し
た
。
再
建
に
つ
い
て
は
牧
だ
け
で
は
と
う
て
い
で
き
ま
せ
ん
。
大
世
話
方
に
は

八
幡
の
水
谷
亦
七
郎
、村
方
は
剣
村
半
四
郎
、牧
村
伝
四
郎
、徳
永
村
甚
助
に
依
頼

し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
郡
内
の
み
な
ら
ず
郡
外
や
遠
く
は
越
前
方
面
へ
も

出
向
い
て
資
金
を
集
め
ま
し
た
。大
変
な
労
力
と
資
金
を
費
や
し
、建
物
が
出
来

上
が
っ
た
の
は
事
件
か
ら
二
年
半
後
、を死
全
に
出
来
上
が
っ
た
の
は
天
保
十
五
年

（
一
八
四
四
）九
月
。実
に
十
四
年
余
の
歳
月
を
要
し
た
の
で
し
た
。

な
お
、民
造
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
山
麓
に
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
は
恩
善

寺
の
無
縁
墓
地
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。
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＞
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ソ
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●
９

０
■

引
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⑫
７
２
ν
ツ
ク
ツ
多
雖
秒
以
０
●
ア
畔
市
三
利
（昇
■
率
）昇
ツ
甲
「
蹴
斎

●

■

民

と

）

ｏ
γ
ユ
撃
●
以

ｃ
％
軍
コ
γ
７
測
ア
￥
郵
⑫
翠
監
利
拳
Ｍ
ｏ準
以
⑫

，
゛
早
９
薔

癖
⑫
？
γ
甲
コ
ロ
「
担
影
率
「
Ｔ
一γ
￥

一
）
寺
￥
聾
γ

利ヽ
以
梓
リ
ツ
筆
「
肇
韓

多ヽ
準
撃
ν
脅
γ
昇
マ
ツ
マ
多
軍
ョ
゛
要
寺
旦
Ｙ
ｏ準
準
●
以
ソ
ヾ
７
７
７
尋
９
）

半
＋
多
Υ
箪

「ヽ
当
日
■
９
ν
ヾ
叫
率
引
（日
升
ビ
■
利
算
爾
）
日
■
ビ
Ｙ
ル
毒

覇
ル
軍
渤
日
鴛

珊
逓
軍
音
昔
到
　

寺

日

■

⑫
辞

韓

到

陥

　

Л

ａ
ｃ
半
Ｏ
ｃ
Ψ
身
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レ
ッ
シ
ュ
休
暇
の
よ
う
な
も
の
で
す
。①
先
導
（露
払
い
）

②
宮
司
　
③
子
爾
宜

④
献
幣
使
　
⑤
弓
取
り
含
一人
）⑥
神
輿
（担
手
四
人
）

⑦
拍
子
音
頭
と
り
　
③

杵
振
り
　
⑨
笛
吹
　
⑩
太
鼓
（打
手

一
人
担
手
二
人
）

⑪
猿
田
彦
面
（鼻
高
）

⑫

獅
子
（四
人
）

⑬
篠
葉
踊
子
（子
供
八
人
）
の
順
に
行
列
を
な
し
、ま
ず
拝
殿
周
囲

を
三
回
ま
わ
り
、次
い
で
縦
大
門
、横
大
門
を
練
り
、約
三
〇
〇
ｍ
先
の
神
帰
り
杉

ま
で
往
復
し
ま
す
。
」ゝ
の
間
拍
子
音
頭
と
り
が
「
カ
ミ
ノ
ミ
ウ
ケ
ン
ナ
ル
、
タ
ケ
ノ

ハ
ヤ
シ
ボ
ー
ン
ボ
」と
唱
え
る
と
、篠
葉
踊
子
た
ち
は

一
斉
に
「サ
ー
ン
ヨ
シ
ボ
ー

ボ
」と
唱
和
し
ま
す
。同
時
に
獅
子
は
頭
を
高
く
上
げ
て
周
囲
を
に
ら
む
よ
う
に
見

ま
わ
し
、
口
を
大
き
く
開
け
て
篠
葉
踊
子
た
ち
の
持
つ
竹
は
や
し
を
噛
む
よ
う
に

歯
を
合
わ
せ
ま
す
。神
帰
り
杉
の
下
で
向
き
を
変
え
る
と
獅
子
は
猛
り
狂
い
、篠
葉

踊
子
た
ち
の
持
つ
竹
は
や
し
を
無
茶
苦
茶
に
噛
ん
で
暴
れ
ま
す
。

帰
途
に
つ
い
た
渡
御
の
行
列
は
、縦
大
門
の
鳥
居
を
過
ぎ
た
広
場
で
休
憩
し
た

後
、
野
祭
り
の
三
つ
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。①
神
前
の
舞
（神
興
担
ぎ
四
人
）

②

杵
振
り
の
舞
　
③
獅
子
起
こ
し
の
舞
（鼻
高
と
獅
子
）
で
す
。
野
祭
り
は
、中
世
の
芸

能
で
あ
る
「田
楽
」と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

野祭り 杵振りの舞
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記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、少
な
く
と
も
今
か
ら
二
百
五
十
年
ほ
ど
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、土寸
社
奉
行

へ
の
届
け
出
の
記
録
な
ど
か
ら
、
こ
の
こ

ろ
は
七
日
祭
と
同
時
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

祭
り
は
村
人
の
社
交
・娯
楽
の
機
会
と
し
て
、大
き
な
喜
び
、楽
し
み
で
し
た
。牧

の
掛
踊
り
も
、菫
三年
を
祝
い
、氏
神
へ
の
感
謝
と
と
も
に
住
民
の
和
を
つ
な
ぐ
祭
事

と
な
っ
て
長
い
間
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

以
下
の
表
は
、開
催
さ
れ
た
年
の
一
覧
で
す
。※

表
は
牧
の
芸
能
伝
承
館
の
資
料
に
よ
る

開催年 役者数

明和元年 1764`千 73ノ、

明和 7年 1770`千 73ノ、

寛政元年 1789`干 73ン人

寛政 9年 1797`手 73ノゝ

文化 8年 18H年 73ノ｀

文化10年 1813`干 73ノ、

文政 4年 1821年 73ノ、

文政 8年 1825年 73ン人

天保11年 1840`手 73ンヘ

安政 6年 1859年 80ノ｀

明治10年 1877`手 不 明

明治21年 1888`手 不 明

大正 4年 1915年 118人

大正11年 1922年 不 明

昭和 3年 1928`軍 不 明

昭和11年 1936`干 不 明

昭和23年 1948`千 不 明

昭和33年 1958`軍 不 明

日召和52年 1977`千 147ノ、

平成 5年 1993`千 137ノ｀

平成26年 2014`千 102メ、
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明
和
七
年

天
明
二
年

寛
政
九
年

文
政
十

一
年

文
政
十
二
年

天
保
三
年

天
保
四
年

天
保
五
年

天
保
五
年

天
保
九
年

天
保
十

一
年

天
保
十
五
年

嘉
永
七
年

安
政
二
年

安
政
四
年

安
政
六
年

文
久
三
年

慶
応
二
年

明
治
元
年

明
治
五
年

明
治
八
年

明
治
十
二
年

明
治
二
十
年

明
治
二
十

一
年

明
治
二
十
三
年

明
治
二
十
六
年

明
治
二
十
七
年

明
治
二
十
八
年

明
治
二
十
九
年

明
治
三
十
年

七

七

〇

七

八

二

七

九

七

八

二

八

八

二
九

八

三

二

人

三

三

八

三

四

八

三

四

八

三

八

八

四

〇

八

四

四

八

五

四

人

五

五

八

五

七

八

五

九

八

六

三

ｉハ
ニ
ハ
エ
ハ

八

六

八

八

七

二

八

七

五

八

七

九

八

八

七

八

八

八

八
九

〇

八

九

三

八

九

四

八

九

五

八

九

六

八

九

七

掛
踊
奉
納

天
明
飢
饉

掛
踊
奉
納

梶
村
事
件
（民
造
事
件
）
お
き
る

大
雪
六
尺
（約

一
・八
ｍ
）

八
幡
城
主
青
山
幸
寛
逝
去
に
よ
り
七
日
祭
差
留

大
凶
作
、
大
地
震
　
天
保
の
飢
饉

疫
病
は
や
る
、
妙
見
宮
に
て
踊
り
始
め

大
塩
平
八
郎
事
件
、
人
相
書
廻
る

大
凶
作

掛
踊
奉
納

妙
見
宮
拝
殿
上
棟
大
島
村
か
ら
獅
子
舞
た
の
み
奉
納

異
国
船
渡
来
　
牧
村
か
ら
人
足
二
人
出
府

地
震

つ
づ
く

疱
鷹
は
や
り
子
ど
も
多
く
死
亡

大
洪
水
、
掛
踊
奉
納

大
雪

一
丈
三
尺
（約
三
・九

ｍ
）

大
風
民
家

一
戸
崩
壊

明
治
維
新
　
神
仏
分
離
令
　
妙
見
神
社
か
ら
明
建
神
社
に
名
前
が
変
わ
る
　
大
凶
作

庄
屋
等
村
方
三
役
廃
止
、
戸
長
・副
戸
長
を
置
く

初
の
町
村
合
併
　
十
五
か
村
に
ま
と
ま
る

牧
戸
長
役
場
開
設

大
門
下
水
路
開
設

掛
踊
奉
納

大
門
下
耕
地
整
理

暴
風
雨
降
雨
量
六
〇
七
ミ
リ

日
清
戦
争
始
る

日
清
戦
争
終
る

暴
風
雨
住
家
半
壊
九
戸
損
害
四
十
戸
、
浸
水
五
戸

牧
村
他
五
ケ
村
合
併
、
山
田
村
と
な
る
。
郡
制
発
足
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台
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台
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７
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台
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台
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史
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翌
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Ｉ
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仏
岐
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史
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橋
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台
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落
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踊
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史
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整
備
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